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なつかしの国　石見　iwami

笑顔輝く100歳

おしゃれで、凜として

　美郷町で今年度100歳を迎えられる方は６人。
滝原の岸美

は る

子
こ

さんもその一人です。
　100歳まで健康を維持する秘訣は「毎日の体
操」と岸さん。また、色々な物事に興味を持つよ
うにしているという岸さんは、「スポーツ番組か
ら、政治、サスペンスドラマまで幅広くテレビ
を見て毎日楽しんでいます」と笑顔で話されまし
た。� （関連記事２～３ページ）



岸　　美子さん（滝原）

松本キヨコさん（滝原）

福本　春江さん（滝原）

田中　壽雄さん（都賀西）

尾原八重子さん（惣森）

岡田サカヨさん（都賀本郷）

祝
ご
長
寿
い
つ
ま
で
も
、

�

明
る
く
、お
元
気
で

「
し
ま
ね
健
康
超
寿
者
」に

�

藤
原
　
章
さ
ん
（
浜
原
）

　
心
身
と
も
に
健
康
で
、
社
会
と
の
関

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
る

１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
を
表
彰
す
る

「
し
ま
ね
健
康
超
寿
者
」
に
県
内
か
ら

６
人
が
選
ば
れ
、
美
郷
町
か
ら
は
藤
原

章
さ
ん（
浜
原
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
原
さ
ん
は
、
生
け
花
小
原
流
の
名

誉
会
員
で
、
現
在
も
指
導
者
と
し
て
自

宅
で
週
２
回
の
教
室
を
開
き
、
弟
子

（
10
名
程
度
）
の
指
導
・
育
成
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

「
石
川
短
歌
会
」
の
教
室
を
毎
週
自
宅

で
開
き
、
新
ア
ラ
ラ
ギ
に
所
属
す
る
ご

長
男
と
と
も
に
指
導
に
あ
た
り
な
が

ら
、
ご
自
身
も
数
多
く
の
短
歌
を
詠
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

山形カズヨさん（信喜）

　

美
郷
町
で
は
、今
年
度
「
白
寿
」

（
99
歳
）
と
「
１
０
０
歳
」
を
迎

え
ら
れ
る
７
人
を
９
月
29
日
・
30

日
の
両
日
、
町
長
が
慶
祝
訪
問
し

ま
し
た
。

　

美
郷
町
内
に
は
１
０
０
歳
以
上

の
方
は
14
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
今
後
も
健
康
に
気
を
つ
け
ら

れ
、
い
つ
ま
で
も
明
る
く
お
元
気

で
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。

町
長
か
ら
祝
い
状
と

記
念
品

祝
白
寿

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
い
状
と
銀
杯

祝
百
歳

▲受賞を喜ぶ藤原章さん（右）
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多彩な催しで  長寿を祝福

　
酒
谷
地
区
の
活
性
化
グ
ル
ー

プ
「
酒
栄
会
」（
岡
田
一
昭
会

長・15
名
）
が
９
月
４
日
（
日
）、

地
区
内
の
70
歳
以
上
の
高
齢
者

に
マ
ツ
タ
ケ
弁
当
を
配
り
ま
し

た
。
長
年
地
域
を
支
え
て
き
た

高
齢
者
に
感
謝
し
よ
う
と
20
年

以
上
続
く
恒
例
行
事
で
、
地
元

産
の
米
と
水
を
使
い
、
か
ま
ど

で
炊
い
た
マ
ツ
タ
ケ
ご
飯
を
詰

め
た
特
製
敬
老
弁
当
70
個
を

配
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
（
月
）
の
敬
老
の
日

に
ち
な
み
、
各
地
で
連
合
自
治
会

な
ど
に
よ
る
長
寿
を
祝
う
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
会
ぐ
る

み
で
練
習
を
重
ね
た
余
興
や
、
豪

華
な
祝
い
膳
を
囲
ん
で
長
寿
を
祝

う
と
と
も
に
、
今
後
の
健
康
を
祈

念
し
ま
し
た
。

各地で敬老行事
９月11日（日）　上野敬老会

９月25日（日）　比之宮敬老会

９月４日（日）　特製マツタケ弁当でお祝い！

９月25日（日）　子ども神楽との交流会（都賀西）

９月17日（土）　別府やすらぎの里敬老会

９月18日（日）　別府ふれあい学級
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約
12
㎞
の
範
囲
で
、
釣
っ
た
鮎
の

体
長
に
よ
り
順
位
を
競
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
中
国
地
方
を
は
じ

め
愛
知
県
な
ど
か
ら
泊
ま
り
が
け

で
参
加
し
た
選
手
が
午
前
７
時
か

ら
瀬
に
浸
か
り
、
友
釣
り
で
尺
鮎

を
狙
い
ま
し
た
。
検
量
時
間
に
な

る
と
、
帰
着
し
た
選
手
か
ら
25
セ

ン
チ
を
超
え
る
鮎
が
続
々
と
持
ち

込
ま
れ
、
見
学
者
か
ら
の
歓
声
が

響
き
ま
し
た
。
検
量
を
終
え
た
選

手
た
ち
は
、「
来
年
こ
そ
は
尺
鮎

が
現
れ
て
ほ
し
い
」
と
願
い
な
が

ら
都
賀
地
域
婦
人
会
が
用
意
し
た

山
菜
入
り
炊
き
込
み
ご
飯
を
頬

張
っ
て
い
ま
し
た
。

会
員
た
ち
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
、
互
い
に
持
ち
寄
っ

た
自
家
栽
培
の
ニ
ン
ジ
ン
や
ト

マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
野
菜
を

切
っ
た
り
煮
た
り
し
な
が
ら
夏

野
菜
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ
ー
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

　
季
節
の
花
が
飾
ら
れ
た
試
食

会
場
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
カ
レ
ー

の
ほ
か
地
元
産
の
ぶ
ど
う
も
デ

ザ
ー
ト
と
し
て
並
べ
ら
れ
、
早

速
出
来
上
が
り
を
頬
張
り
ま
し

た
。
６
年
生
の
漆
谷
将
太
さ
ん

（
村
之
郷
）
は
、「
野
菜
の
甘
み

が
あ
り
美
味
し
か
っ
た
」
と
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
比
之
宮

婦
人
会
長
の
大
畠
千
代
枝
さ
ん

（
宮
内
）
は
、「
会
員
も
子
ど
も

た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
け
た

ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
幻
の
尺
鮎
と
言
わ
れ
る
体
長
30

セ
ン
チ
を
超
え
る
鮎
を
狙
う
「
尺

鮎
釣
り
大
会
」が
９
月
18
日（
日
）、

美
郷
町
内
の
江
の
川
で
開
か
れ
、

県
内
外
か
ら
参
加
し
た
58
人
が
釣

果
を
競
い
ま
し
た
。

　
優
勝
記
録
は
、
三
次
市
作
木
町

か
ら
参
加
し
た
大
歳
一
郎
さ
ん
が

都
賀
西
地
内
で
釣
っ
た
27
セ
ン
チ

で
、
惜
し
く
も
尺
サ
イ
ズ
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
会
は
、
江
の
川
の
魅
力
に
触

れ
て
も
ら
い
、
道
の
駅
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
ド
大
和
を
含
む
都
賀
・
長
藤

地
区
の
活
性
化
を
目
指
そ
う
と
、

連
合
自
治
会
な
ど
で
つ
く
る
「
都

賀
・
長
藤
地
域
協
議
会
」
が
一
昨

年
か
ら
開
催
。
広
島
県
境
の
宇
都

井
大
橋
か
ら
都
賀
行
大
橋
ま
で
の

　
比
之
宮
婦
人
会
と
地
元
子
ど

も
会
と
の
交
流
会
が
、
８
月
23

日
（
火
）
開
催
さ
れ
、
夏
野
菜

カ
レ
ー
作
り
や
ゲ
ー
ム
遊
び
を

と
お
し
て
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
夏
休
み
中
の
子
ど

も
た
ち
に
、
地
域
の
大
人
と
ふ

れ
あ
う
機
会
を
設
け
よ
う
と
平

成
14
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回
が

10
回
目
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天

候
の
た
め
、
当
初
予
定
し
て

い
た
蟠
龍
峡
公
園
（
村
之
郷
）

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
比
之
宮
公
民

館
に
会
場
を
変
更
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

３度目の正直⁉幻の尺鮎に出会えるか⁉　～尺鮎釣り大会

子どもたちが夏野菜カレー作りに挑戦
～比之宮婦人会との交流会

▲「上手にきれてるじゃないの？」「家でも手伝っています」

▲ …27センチの鮎を釣り上げて優勝した
大歳一郎さん（写真右）

このコーナーでは、町内で行われた様々なできごとをご紹介します！

▲出発前の記念撮影。地域をあげてのイベントとなりました。

▶…

夏
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
カ
レ
ー
「
早
く
食
べ
た
い
ね
ぇ
」
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プ
レ
ー
ト
を
早
速
買
っ
て
自
宅
で

も
試
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

試
食
を
兼
ね
た
交
流
会
で
は
、

託
児
を
引
き
受
け
た
先
輩
マ
マ
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
聞
き
な
が

ら
、
子
育
て
の
情
報
交
換
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。

　

世
話
役
を
つ
と
め
る
河
井
由
美

子
さ
ん
（
九
日
市
）
は
、「
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
運
動
や
茶
話
会
な
ど
月
１

回
の
活
動
を
し
な
が
ら
子
育
て
の

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
解
消
も
目
指
し

て
い
ま
す
。
託
児
も
あ
る
の
で
気
軽

に
参
加
し
て
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
福
祉
課

　
☎
７
５・１
２
１
３

手
の
甲
を
上
に
向
け
、
弧
を
描
く

よ
う
に
腕
を
振
り
上
げ
て
投
球
。

投
じ
た
ボ
ー
ル
と
目
標
球
の
距
離

が
小
さ
い
と
、
拍
手
を
し
て
喜
ぶ

な
ど
、
一
喜
一
憂
す
る
選
手
た
ち

の
表
情
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
当
た
り
に
よ
る
試
合
の
結

果
、「
粕
渕
Ｅ
」
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
参
加
者
た
ち
は
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
で
、
他
の

チ
ー
ム
の
人
た
ち
と
親
睦
を
深

め
、い
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
球
技
ペ
タ

ン
ク
で
、
地
域
住
民
の
親
交
を
深

め
る
「
美
郷
町
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大

会
」（
美
郷
町
教
育
委
員
会
主
催
）

が
９
月
26
日
（
月
）、
邑
智
小
学

校
校
庭
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ペ
タ
ン
ク
は
、
６
～
10
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
目
標
球
に
向
け
て
別
の

ボ
ー
ル
を
投
げ
、
２
つ
の
球
の
距

離
の
近
さ
を
競
う
競
技
。
美
郷
町

ペ
タ
ン
ク
協
会
の
会
員
な
ど
約
50

人
が
参
加
し
、
６
チ
ー
ム
が
競
い

合
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
目
標
の

球
を
狙
っ
て
神
経
を
集
中
さ
せ
、

　
乳
幼
児
を
持
つ
母
親
同
士
が
交

流
す
る
行
事
が
９
月
22
日
（
木
）、

長
藤
集
会
所
で
開
か
れ
、
大
和
地

区
に
住
む
20
～
30
歳
代
の
母
親
５

組
が
、
お
好
み
焼
き
作
り
を
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。

　
町
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
、
母
親
同
士
の
交
流
活
動

に
取
り
組
む
「
に
じ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

が
呼
び
か
け
て
開
催
。
母
親
た

ち
は
お
互
い
に
自
己
紹
介
を
し
た

後
、
早
速
お
好
み
焼
き
作
り
に
挑

戦
。
キ
ャ
ベ
ツ
を
千
切
り
に
し
た

り
、粉
を
水
で
溶
い
た
生
地
を
ホ
ッ

ト
プ
レ
ー
ト
流
し
込
み
広
島
風
お

好
み
焼
き
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
コ
テ
を
使
っ
て
上
手
に
ひ
っ
く

り
返
し
て
い
た
大
野
亜
由
美
さ
ん

（
都
賀
西
）
は
「
自
分
で
や
っ
て

み
る
と
意
外
に
楽
し
い
。
ホ
ッ
ト

熱く、楽しく　～第６回美郷町長杯ペタンク大会

交流とおし育児の悩みなど解消　～「にじっこくらぶ」大和deお茶会

▲真剣な表情でボールの行方を見守る選手たち

▲さわやかな秋晴れのもと、はつらつとプレーする選手の皆さん

▲「うまくひっくり返せるかなぁ～」
　思わず集中する一瞬

▲日頃の子育ての悩みや情報交換をしました。
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　 美郷町決算の概要
歳入総額 107億4,552万5,179円   歳出総額 105億1,196万6,361円

会　計　区　分 歳　入 歳　出 歳入歳出 
差引額

翌年度へ繰越 
すべき財源 実質収支額

一般会計 9,204,321,373 8,977,637,098 226,684,275 35,617,055 191,067,220
住宅新築資金等貸付特別会計 11,767,620 11,767,620 0 0 0
簡易水道事業特別会計 206,038,090 205,978,396 59,694 0 59,694
下水道事業特別会計 303,574,505 301,770,557 1,803,948 0 1,803,948
君谷診療所特別会計 3,986,324 3,986,324 0 0 0
国民健康保険特別会計 701,799,589 699,189,774 2,609,815 0 2,609,815
国民健康保険診療所特別会計 130,021,297 130,011,422 9,875 0 9,875
老人保健特別会計 1,855,472 1,855,472 0 0 0
後期高齢者医療特別会計 182,160,909 179,769,698 2,391,211 0 2,391,211

合　　計 10,745,525,179 10,511,966,361 233,558,818 35,617,055 197,941,763

普通会計歳入歳出決算額対前年度比較
【歳　入】

区　　　分 H22 比較（H22-H21）
決算額 構成比 増減額 増減率

自主財源 1,051,693 11.4 138,652 15.2
町税 489,156 5.3 4,566 0.9
繰入金 6,960 0.1 △ 76,861 △ 91.7

財調・減債基金 0 0.0 △ 50,000 △ 100.0
特定目的基金 6,960 0.1 △ 26,861 △ 79.4

繰越金 277,404 3.0 179,540 183.5
諸収入等 278,173 3.0 31,407 12.7

依存財源 8,162,676 88.6 176,907 2.2
地方譲与税等 150,354 1.6 △ 3,137 △ 2.0
地方交付税 3,812,509 41.4 156,988 4.3

普通交付税 3,324,997 36.1 153,305 4.8
特別交付税 487,512 5.3 3,683 0.8

国県支出金 2,808,613 30.5 916,756 48.5
町債 1,391,200 15.1 △ 893,700 △ 39.1

うち通常債 1,083,700 11.8 △ 902,900 △ 45.4
うち災害復旧債 24,500 0.3 △ 25,800 △ 51.3
うち特別債 283,000 3.1 35,000 14.1

歳入合計 9,214,369 100.0 315,559 3.5

（単位：千円、％）

【歳　出】
区　　　分 H22 比較（H22-H21）

決算額 構成比 増減額 増減率
義務的経費 2,935,540 32.7 54,606 1.9

人件費 824,449 9.2 △ 37,297 △ 4.3
退職手当債を財源 0 0.0 0 -

公債費 1,469,718 16.4 16,473 1.1
繰上償還を除く 1,290,650 14.4 21,818 1.7

扶助費 641,373 7.1 75,430 13.3
投資的経費 3,303,567 36.8 562,500 20.5

普通建設事業費 2,998,972 33.4 443,768 17.4
災害復旧事業 304,595 3.4 118,732 63.9

その他の経費 2,748,578 30.6 △ 250,827 △ 8.4
物件費 746,437 8.3 58,555 8.5
補助費等 731,741 8.1 △ 68,942 △ 8.6
維持補修費 61,426 0.7 34,781 130.5
積立金 523,319 5.8 △ 227,858 △ 30.3
投資・出資・貸付金 110 0.0 △ 26,910 △ 99.6
繰出金 685,545 7.6 △ 20,453 △ 2.9

歳出合計 8,987,685 100.0 366,279 4.2

（単位：千円、％）

（単位：円）
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平成 22 年度 　
普通会計決算額の内訳

※ 普通会計とは一般会計、住宅新築資金等貸付特別会計、君谷診療所特別会計を合わせたもので会計間の重
複部分や借換債等を調整したものが普通会計決算額となっています。

平成22年度決算が9月議会で承認されました。
グラフは普通会計決算額の内訳です。

（歳入）
　町税は徴収率の向上及び法人住民税の増などによ
り+457万円（+0.9％）となりました。地方交付税は
+1億5,699万円（+4.3％）、国の経済対策の交付金や
災害復旧事業などにより国庫支出金は+7億6,610万
円（+55.1％）となり、県支出金も保育所建設補助金
などで+1億5,065万円（+30.0％）といずれも大幅な
増となっています。
　町債については▲8億9,370万円（▲39.1％）と大
きく減少しています。

（歳出）
　扶助費は子ども手当の児童手当からの増分およ
び生活保護費の増により+7,543万円（+13.3％）と
増加しました。物件費については地域おこし協力隊
にかかる経費やふるさと雇用・緊急雇用事業などに
より+5,856万円（+8.5％）となっています。普通建
設事業・災害復旧事業はみさと光ネット整備事業・
前年度災害の繰越によりそれぞれ+4億4,377万円
（+17.4％）、+1億1,873万円（+63.9％）と大幅増と
なっています。

歳入総額
92億1,437万円

地方税
４億8,915万６千円
（5.3%）
地方譲与税等
１億5,035万４千円
（1.6%）

地方交付税
38億1,250万９千円
（41.4%）

分担金及び負担金
5,799万４千円（0.6%）

使用料手数料
6,076万円（0.7%）

国庫支出金
21億5,648万３千円
（23.4%）

県支出金
６億5,213万円
（7.1%）

繰入金
696万円
（0.1%）

繰越金
２億7,740万４千円
（3.0%）

諸収入等
１億5,941万9千円（1.7%）

地方債
13億9,120万円
（15.1%）

歳出総額
89億8,769万円

議会費
6,469万５千円（0.7%）

総務費
26億4,007万１千円
（29.4%）

民生費
17億7,428万３千円
（19.7%）

衛生費
４億3,350万円（4.8%）労働費

9,312万１千円（1.0%）

農林水産業費
６億9,423万３千円
（7.7%）

商工費
2,773万６千円
（0.3%）

土木費
６億4,167万９千円
（7.1%）

消防費
３億7,195万８千円
（4.1%）

教育費
４億7,209万６千円
（5.3%）

災害復旧費
３億459万５千円（3.4%）

公債費
14億6,971万８千円
（16.4%）

歳出総額
89億8,769万円

人件費
８億2,444万９千円
（9.2%） 物件費

７億4,643万７千円
（8.3%）

維持補修費
6,142万６千円（0.7%）

扶助費
６億4,137万３千円
（7.1%）
補助費等
７億3,174万１千円
（8.1%）

普通建設事業費
29億9,897万２千円（33.4%）

災害復旧事業費
３億459万５千円（3.4%）

公債費
14億6,971万８千円
（16.4%）

積立金
５億2,331万９千円
（5.8%）

出資・貸付金
11万円 （0.0%）

繰出金
６億8,554万５千円
（7.6%）

歳　　　　入

歳出（目的別） 歳出（性質別）
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基金の状況 地方債残高の状況

基　　金　　名 H22
 千円

増減額
 千円

町民 1 人あた
り残高 円

財政調整基金 819,816 126,226 147,369
減債基金 273,725 173,022 49,205
地域福祉振興基金 216,512 116 38,920
ふるさと・水と土保全対策基金 15,705 6,043 2,823
公共施設維持管理基金 110,796 60,081 19,917
地域振興基金 985,114 3,466 177,083
がんばれ美郷町寄付基金 2,069 438 372
電算機器管理基金 65,010 47,005 11,686
地域雇用創出推進基金 30,012 12 5,395
過疎対策基金 100,000 100,000 17,976
鴨山記念館収蔵品取得基金 7,310 15 1,314
土地開発基金（現金） 24,802 29 4,458

一般会計計 2,650,871 516,453 450,828
簡易水道基金 7,708 16 1,311
下水道事業基金 3,896 8 663
国民健康保険基金 108,841 △ 5,298 18,510

特別会計計 120,445 △ 5,274 20,484
合　　計 2,771,316 511,179 471,312

区　分 H22
a 千円

増減額
 千円

ａのうち交付税
等での措置額

差引実質残
高 千円

町民 1 人あ
たり残高 円

一般会計 11,156,624 91,952 8,937,578 2,219,046 398,894
特別会計 3,464,025 △215,270 1,318,118 2,145,907 385,746

住宅会計 24,890 △9,743 0 24,890 4,474
簡水会計 1,161,109 △63,079 269,149 891,960 160,338
下水会計 2,278,026 △141,617 1,048,969 1,229,057 220,934
診療会計 0 △831 0 0 0
合　計 14,620,649 △123,318 10,255,696 4,364,953 784,640

※ 「ａのうち交付税等での措置額」とは地方債残高の
うち後年度普通交付税に算入されるもの、および県
からの補助金措置（邑智中学校整備関連・県で債務
負担行為計上済）が含まれます。

※ 町民1人あたりの数値は、平成23年３月末住民基本
台帳人口5,563人で算出しています。

実質赤字比率（家計に例えると、年収に占める年間の赤字額の割合）
　一般会計等の実質収支額の標準財政規模に対する赤字額の割合。
連結実質赤字比率
　一般会計、特別会計の実質収支額の標準財政規模に対する赤字額の割合。
実質公債費比率（家計に例えると、年収に占める年間の借金返済額の割合）
　 一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する割合の３

年平均値。
将来負担比率（家計に例えると、負債残高が年収の何年分に相当するかを示した割合）
　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の標準財政規模に対する割合
標準財政規模
　 町税や地方譲与税、普通交付税等、地方公共団体の一般財源の標準規

模を示すもの

健全化判断比率等の対象イメージ

健全化判断比率の状況
○健全化判断比率… （単位：％）

区　分
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

― ― 14.3 107.0

早期健全化基準 （15.00） （20.00） （25.0） （350.0）
財政再生基準 （20.00） （40.00） （35.0）

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金収支不足比率は黒字であるため「－」表示となっています。

○資金不足比率… （単位：％）
特別会計の名称 資金不足比率

簡易水道事業特別会計 ―
下水道事業特別会計 ―

経営健全化基準 （20.00）

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成19年度決算から健全化判断比率を公表する
ことが義務付けられました。平成20年度決算からは、基準値以上になった場合、健全化に向けた計画を
策定し国や県の監視下で健全化に向けた財政運営をしていくことになります。
　美郷町の場合、いずれの比率も基準値以内となっています。今後も「中期財政計画」などに添って計画
的な起債発行（借金）を行うよう努めます。

この記事に関する問い合わせ先　役場財務課（☎ 75-1212）
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お知らせInformation

雇
用
ト
ラ
ブ
ル
は

労
働
委
員
会
に

ま
ず
相
談

お知らせ

　
「
一
方
的
に
解
雇
さ
れ
た
」、「
残
業
手

当
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
労
使
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、「
相
談
」
や

「
あ
っ
せ
ん
」
に
よ
り
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
・
相
談
電
話

　
島
根
県
雇
用
政
策
課

　
（
☎
０
８
５
２・２
２・６
５
５
７
）

　
島
根
県
労
働
委
員
会

　
（
☎
０
８
５
２・２
２・５
４
５
０
）

一
人
で
も
労
働
者
を

雇
用
し
て
い
れ
ば

労
働
保
険
に
加
入
を

お知らせ

　
労
働
保
険
は
「
労
災
保
険
」
と
「
雇
用

保
険
」
を
総
称
し
た
も
の
で
、
政
府
が
管

掌
す
る
強
制
保
険
制
度
で
す
。
一
人
で
も

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
れ
ば
労
働
保
険
に

加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
労
働
保
険

に
関
す
る
事
務
手
続
き
等
は
労
働
保
険
事

務
組
合
や
社
会
保
険
労
務
士
に
委
託
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
労
災
保
険
と
は

　

�　
労
働
者
が
業
務
中
、
通
勤
途
上
に
事

故
に
遭
っ
た
場
合
、
保
険
給
付
を
す
る

こ
と
で
本
人
や
遺
族
の
生
活
を
保
護

し
、
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
事
業
を
行

う
た
め
の
保
険
制
度
で
す
。

●
雇
用
保
険
と
は

　

�　
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
、
失
業
手

当
を
給
付
し
た
り
再
就
職
を
促
進
す
る

た
め
の
保
険
制
度
で
す
。
事
業
主
へ
は

失
業
予
防
、
雇
用
機
会
増
大
、
雇
用
安

定
に
か
か
る
各
種
助
成
基
金
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
労
働
局

　
（
☎
０
８
５
２・２
０・７
０
１
０
）

年
末
調
整
説
明
会

お知らせ

　

平
成
23
年
分
の
年
末
調
整
の
方
法
、
法

定
調
書
、
市
町
へ
の
給
与
支
払
報
告
書
の

記
載
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
会
で
す
。

「
年
末
調
整
説
明
会
」 

●
日
時　
11
月
14
日
（
月
）

�

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
会
場　
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館（
川
本
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
浜
田
税
務
署

　
（
☎
０
８
５
５・２
２・０
４
５
８
）

保
育
士
就
職

支
援
研
修

お知らせ

　
保
育
の
仕
事
に
復
帰
し
た
い
方
、
資
格

が
あ
っ
て
保
育
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

な
ど
を
対
象
に
し
た
研
修
会
・
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
内
容

　

�　
最
近
の
保
育
事
情
、
新
保
育
所
保
育

指
針
な
ど
の
講
義
、
就
職
相
談
会
。
11

月
下
旬
か
ら
12
月
に
か
け
て
職
場
体
験

実
習
。

●
参
加
費

　
無
料

●
日
程
と
会
場

　
11
月
３
日
（
木
）

�

出
雲
市
民
会
館
（
出
雲
市
）

　
11
月
12
日
（
土
）

�

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

　
11
月
27
日
（
日
）

�

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
（
松
江
市
）

●
申
込
〆
切

　
10
月
24
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
５
２・３
２・５
９
５
７
）

石
見
養
護
学
校

文
化
祭

お知らせ

　
児
童
生
徒
た
ち
の
が
ん
ば
る
姿
や
心
の

こ
も
っ
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
11
月
19
日
（
土
）

�

９
時
～
14
時
半

●
会
場　
石
見
養
護
学
校
（
邑
南
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
石
見
養
護
学
校
（
☎
９
５・２
１
４
１
）

女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

お知らせ

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
日
常
生
活
で

の
悩
み
事
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。（
相

談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

●
期　

間　
11
月
14
日
（
月
）
～

�

11
月
20
日
（
日
）

●
時　

間　
８
時
半
～
19
時

�

（
土
日
は
10
時
～
17
時
）

●
電
話
番
号�

０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
松
江
地
方
法
務
局

　
（
☎
０
８
５
２・３
２・４
２
０
０
）
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お知らせ
中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ

▲

問い合わせ先　役場住民福祉課　住民係（☎ 75-1213）

役
所
の
仕
事
に
つ
い

て
の
お
困
り
ご
と
は

「
行
政
相
談
所
」
へ

お知らせ

　

税
金
、
年
金
、
道
路
、
河
川
、
登
記
、

福
祉
な
ど
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い

る
こ
と
、
制
度
や
手
続
き
を
知
り
た
い
、
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
所
で
は
行

政
相
談
員
が
国
や
役
所
の
仕
事
、
各
種
制

度
の
手
続
き
や
困
り
ご
と
や
苦
情
、
要
望

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

邑
智
地
区
、
大
和
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
相

談
所
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
、
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
（
☎
７
５・１
２
１
１
）

障
が
い
者
就
労
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム

お知らせ

　
障
が
い
者
雇
用
へ
の
熱
心
な
取
り
組
み

で
知
ら
れ
る
㈱
ダ
ッ
ク
ス
四
国
の
且
田
久

雄
社
長
な
ど
を
招
き
、
講
演
会
や
事
例
発

表
を
行
い
ま
す
。

●
日　
　

時

　
12
月
10
日
（
土
）
10
時
～
16
時

10 月分からの支給額は以下のように変わります。

※�10月分～1月分の手当は平成24年2月に、2月・3月分の手当は平成24年6月に支払われます。

また、これまでと支給対象となる方が変わる場合があります。

10月以降に他の市町村へ転居した方は、転出した日（転出予定日）の次の日から、10月以降
にお子さんが生まれた方は、お子さんが生まれた日の次の日から数えて 15日を経過するまで
に必ず申請してください。

以下の方は速やかに申請してください。（３月までに申請しても遡って受け取れません。）

・10月以降に他の市町村へ転居した方 ・10月以降にお子さんが生まれた方

【手当の月額】（平成23年10月分～平成24年３月分）
　・０歳～３歳未満… ： 15,000円（一律）
　・３歳～小学校修了前… ： 10,000円（第３子以降は15,000円）
　・中学生… ： 10,000円（一律）

ご注意ください！

平成 24年 3月末までに申請すれば、10月分からの手当を受け取ることができます。

10月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象となる方か
どうか審査しますので、これまで受け取っていた方も含め、対象のお
子さんを持つ全ての方は、お住まいの市町村へ申請してください。
（※公務員の場合は勤務先へ申請）

申請が
必　要
です

10月から「子ども手当」が変わります
� 申請をお忘れなく‼

（これまで子ども手当を受け取っていた方も申請が必要です。）
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Information

●
会　
　

場

　
島
根
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�

あ
す
て
ら
す

●
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先
・
参
加
申
し
込
み
先

　
島
根
県
健
康
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

　
（
☎
０
８
５
２・２
２・５
５
８
８
）

元
気
な
地
域
づ
く
り

を
応
援　

お
お
ち
ぐ

ん
活
動
助
成
事
業

お知らせ

　
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
実
践
す
る
団
体

に
対
し
、
活
動
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る

「
助
成
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
地
域
活

動
に
取
り
組
む
団
体
、
今
後
設
立
す
る
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
な
ど
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

【
助
成
対
象
資
格
】

・
邑
智
郡
内
に
在
住
し
て
い
る
、
３
名
以

上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
。

・
邑
智
郡
を
舞
台
と
し
た
地
域
づ
く
り
活

動
。

・
自
治
体
ま
た
は
、
他
の
団
体
の
助
成
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い

活
動
で
あ
る
と
と
も
に
、
公
共
の
安
全

を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
団
体
。

【
助
成
金
】

　
同
一
年
度
に
お
け
る
同
一
団
体
に
対
す

る
助
成
は
１
回
限
り
。
助
成
金
の
額
は
交

付
回
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

・
交
付
回
数　

３
回
目
ま
で　

事
業
費

（
対
象
経
費
）
の
３
分
の
２
、　
上
限
額

10
万
円
／
１
団
体

・
交
付
回
数　

４
回
目
以
降　

事
業
費

（
対
象
経
費
）
の
２
分
の
１
、　
上
限
額

５
万
円
／
１
団
体

【
対
象
経
費
】

・
謝
金
、
使
用
料
及
び
借
り
上
げ
料
、
広

告
料
、
印
刷
費
等
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
邑
智
郡
広
域
振
興
財
団

　
（
☎
７
２
・�
２
７
８
７
）

里
親
に

な
り
ま
せ
ん
か

お知らせ

　
里
親
と
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
子

ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

家
庭
的
な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め
て
養

育
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
愛
情
に
包
ま
れ
て
家
族
の
一
員
と
し
て

暮
ら
す
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
一
人
の

人
間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い

る
と
い
う
感
覚
を
持
ち
な
が
ら
育
つ
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　
里
親
に
は
、
子
ど
も
が
親
と
一
緒
に
生

活
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
養
育
す
る

「
養
育
里
親
」、
養
子
縁
組
に
よ
り
養
親
と

な
る
こ
と
を
希
望
す
る「
養
子
縁
組
里
親
」

が
あ
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
に「
専
門
里
親
」、

「
親
族
里
親
」
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
好

き
で
、
愛
情
と
熱
意
を
持
ち
、
真
心
込
め

て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
を
求
め
て
い
ま

す
。
養
育
里
親
の
場
合
、
長
期
養
育
だ
け

で
な
く
、
１
週
間
、
１
カ
月
間
と
い
っ
た

短
期
間
の
養
育
を
し
て
く
だ
さ
る
方
も
求

め
て
い
ま
す
。
里
親
に
な
る
に
は
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
要
な
研

修
を
受
講
す
る
こ
と
、
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
浜
田
児
童
相
談
所

　
（
☎
０
８
５
５・２
８・３
５
６
０
）

水
質
検
査
結
果

お知らせ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

人　事

　
９
月
30
日
付
で
次
の
と
お
り
退
任
し
ま

し
た
。

第
３
期
地
域
お
こ
し
協
力
隊（
観
光
担
当
）

 

清
水　

道
夫

検査実施（９月21日） 結　果 評価 対応

粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

吾 郷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

別 府 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

君 谷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

酒 谷 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

石 原 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
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お知らせ

▲

問い合わせ先　美郷町消費者問題研究会（住民福祉課内）（☎ 75-1213）

シリーズ　「防ごう ! 消費者トラブル」

ひとりで悩まず、
� まずは相談！
　�　多重債務や悪質商法被害など、個人の力では解決できそうにない問題でも、法律の専
門家に相談することで解決の糸口が見つかることがあります。
　　ひとりで悩まず、まずは無料法律相談をご活用ください。

「多重債務特別無料相談」
　�・日　時　11月 13日（日）９時～ 16時
　・会　場　島根県消費者センター（松江市）
　　※事前予約必要　☎ 0852-32-5916

「消費生活個別相談」
　�・日　時　11月 17日（木）13時～ 15時
　・場　所　山村開発センター（粕渕）
　　※�本藤繁夫司法書士（江津市）が個別相談に応じます。事前予約は不要ですので、時間

内に会場にお越しください。

消費トラブルに関する相談は
〈消費者ホットライン〉
（☎ 0570-064-370）

▲

問い合わせ先　役場健康推進課（☎ 75-1932）

○接種期間（助成期間）� 10 月 15 日（土）～平成 24年３月 31日（土）実施分まで
○助成の対象となる方� ・妊婦
� ・高校３年生に相当する年齢以下の方
○接 種 方 法� ・事前に医療機関に予約してから接種してください。
� ・接種回数は、13歳未満は「２回」、13歳以上は「１回」です。

○そ　　　の　　　他� ・中学生以下の方は、保護者の同伴が必要です。
・�65 歳以上の方には、昨年同様、１回につき 1,600 円が助成されます。�
個別に案内をお送りしていますのでご確認ください。

医療機関 手続き方法
町内　波多野診療所、秦クリニック、大和診療所
町外　�加藤病院（川本町）、公立邑智病院（邑南町）、

星ヶ丘クリニック（邑南町）、川上医院（大田市）、
大田市立病院（大田市）

　左の医療機関で接種を受けられた場合
は、窓口での負担はありません。

　上記以外での接種も可能です。ただし、医療機関で一旦、接種費用をお支払いいただき、「償還払い給付」
の手続きをしてください。
【申 請 窓 口】役場健康推進課・大和事務所
【必要なもの】領収書、印鑑、「予診票」の写しまたは「母子健康手帳」

インフルエンザ予防接種妊婦と子どもは無料
　�　美郷町ではインフルエンザの発症や重症化の予防を目的に、妊婦と子どもを対象に予防接種費用
を全額助成します。
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Information

被
害
防
止
グ
ッ
ズ
の
効
果
と
は
⁉

　

私
た
ち
の
研
究
室
に
は
、
様
々
な
被

害
防
止
グ
ッ
ズ
が
持
ち
込
ま
れ
て
き
ま

す
。
中
に
は
、
商
品
だ
け
送
り
つ
け
て

お
い
て
「
○
○
研
究
所
で
試
験
実
施
」

と
宣
伝
す
る
業
者
も
い
ま
す
。
効
果
が

な
い
だ
け
で
な
く
、
使
用
方
法
に
よ
っ

て
は
法
に
抵
触
す
る
商
品
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
逆
効
果
に
も
つ

な
が
り
か
ね
な
い
撃
退
機
器
や
忌
避
資

材
の
一
口
メ
モ
で
す
。

光
…�

数
百
個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
も
平
気

　

赤
や
青
色
の
撃
退
灯
類
。
全
て
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ッ
フ
の
Ｄ
君
が

「
駄
目
だ
と
い
う
実
証
を
し
な
い
と
」

連
載

「
こ
れ
な
ら
で
き
る
！

　
　
獣
害
対
策
」
第
11
回

と
、
実
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
青

色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
を

数
個
、
不
規
則
に
光
ら
せ
る
商
品
で
価

格
は
数
千
円
。「
効
果
は
24
時
間
で
し

た
」。
同
じ
商
品
を
「
和
歌
山
県
」
に

よ
る
試
験
で
は
効
果
は
23
時
間
。
結
果

を
販
売
元
に
通
知
し
た
も
の
の
「
売
れ

て
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
販
売
は
や

め
な
い
と
の
こ
と
。
実
際
、
赤
や
青
の

点
滅
灯
、
ベ
ル
ト
状
の
も
の
な
ど
、
田

畑
で
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
す
れ
ば
、
光
る

場
所
に
エ
サ
が
あ
る
と
い
う
餌
付
け
学

習
装
置
で
す
。
ち
な
み
に
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
、
車
の

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
も
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
に

し
よ
う
が
点
滅
さ
せ
よ
う
が
、
全
く
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

匂
い
…
ほ
と
ん
ど
が
逆
効
果

　

以
前
、
中
部
地
方
で
猛
獣
の
糞
尿
を

線
路
に
撒
い
た
ら
シ
カ
に
よ
る
衝
突
事

故
が
減
っ
た
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
た
た

め
、
研
究
員
の
Ｅ
君
が
ラ
イ
オ
ン
、
ク

ロ
ヒ
ョ
ウ
な
ど
猛
獣
の
糞
尿
の
効
果
を

試
験
。
イ
ノ
シ
シ
は
大
好
き
な
餌
そ
っ

ち
の
け
で
興
奮
し
て
、
身
体
に
こ
す
り

つ
け
た
り
、
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
。
逆

効
果
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
ち
な
み

に
、
オ
オ
カ
ミ
の
糞
尿
、
ヒ
ト
デ
の
粉

末
、
薬
草
残
渣
な
ど
、
全
く
効
果
が
な

い
ど
こ
ろ
か
、
誘
引
し
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
農

地
の
忌
避
材
と
し
て
販
売
す
る
に
は
、

農
薬
登
録
が
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
効
果
や
毒
性
、
発
が
ん
性
な
ど

厳
し
い
試
験
が
必
要
で
使
用
法
（
収
穫

前
何
日
ま
で
、
単
位
面
積
当
た
り
必
要

量
な
ど
）
を
明
記
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
も
の
が
生
産
物
か
ら
検

出
さ
れ
れ
ば
、
生
産
者
に
も
販
売
停
止

な
ど
の
厳
し
い
処
分
が
課
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

音
・
振
動
…
慣
れ
た
ら
終
わ
り

　

爆
音
器
、
爆
竹
、
モ
グ
ラ
用
風
車
、

電
子
音
を
出
す
撃
退
器
、
鳥
よ
け
の
超

音
波
。
い
ず
れ
も
慣
れ
れ
ば
そ
れ
で
終

わ
り
。
爆
音
器
、
爆
竹
は
慣
れ
る
ま
で

数
日
か
ら
数
カ
月
、
モ
グ
ラ
用
風
車
、

電
子
音
は
最
初
か
ら
ま
っ
た
く
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥
に
は

超
音
波
は
聴
こ
え
ま
せ
ん
か
ら
、
設
置

す
る
こ
と
自
体
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
じ
ゃ
あ
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
は
な
ぜ

効
く
の
？
」
で
す
っ
て
。
そ
れ
は
、
花

火
を
持
っ
て
追
い
か
け
て
く
る
貴
方
が

怖
い
か
ら
で
す
よ
！

　

秋
の
夜
長
、
自
分
た
ち
の
集
落
で
も

勉
強
会
し
た
い
と
い
う
ご
希
望
が
あ
れ

ば
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
国
四
国
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

鳥
獣
害
研
究
チ
ー
ム
専
門
員

�

井　

上　

雅ま
さ　

央て
る

　

こ
の
連
載
や
獣
害
対
策
に
つ
い
て
の

ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
役
場
産
業
振
興

課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
☎
７
５
・
１
２
１
４
）
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お知らせInformation

台
風
の
去
っ
て
安
堵
や
通
院
日�

藤
田　
優
美

愛
子
の
忌
偲
ぶ
今
宵
や
虫
浄
土�

波
多
野
静
香

敬
老
の
日
と
は
目
出
度
く
ま
た
侘
し�

田
辺　
和
枝

生
き
る
も
の
命
短
か
し
虫
時
雨�

山
本　
寛
子

形
よ
り
梟
稲
架
と
呼
ば
れ
け
り�

松
島　
　
肇

煙
か
と
見
ま
が
う
程
の
山
霧
よ�

武
田
千
代
子

藁
仕
事
今
は
昔
の
物
語�

熊
谷　
久
子

虫
の
音
に
眠
り
目
覚
む
る
峡
暮
し�

多
久
千
恵
子

聡
か
り
し
菜
虫
素
早
く
身
を
か
く
す�

吉
川　
律
子

コ
ス
モ
ス
や
旅
立
の
歌
ふ
と
口
に�

向
井　
榮
子

虫
の
音
の
リ
ズ
ム
な
か
な
か
読
み
と
け
ず�

坂
本　
光
枝

選
者
吟

虫
鳴
い
て
大
地
の
闇
を
深
か
め
け
り

　協力隊として就任してから、早くも半年が経過
しました。君谷は大変いい人ばかりで、どこへ行っ
ても何かを頂いたり、休憩時間を設けて、「休み
休み仕事をしなさいよ」と、とても気を配ってい
ただいています。人の扱いとして、こんなすばら
しいことが他にあるでしょうか。都会にいた時、
私は、人がモノ同然の扱いをされる環境にいたの
で、ここにやって来て、人を人として扱うことの
大切さを実感しました。また、生まれた時から、
物があふれていたので、物を大切にしてこなかっ
たと思います。ここで、人や物を大切にする姿勢
を知り、自分も人や物に接したいと強く思うよう

になりました。それが、ここで得た自分にとっての一番大きな財産です。
　また、過疎地の大変な環境の中での農業など様々な苦労の上で生活
が成り立っていると思うと、感謝しなくてはいけないと思いました。
　自分も地域の人たちに、単なる仕事という
レベルを超えて、楽しく、活力ある生活の助
けになれるよう、普段の生活の中で、気配り
できたらいいなと思っています。今までの自

分の人生の中で、本当にここにきてよかったと思い
ますし、いつも、朝起きるたびに、ここにきてよかっ
たと、思います。まだまだ未熟ですが、今後ともよ
ろしくお願いします。

地域を変える新しいチカラ

地域おこし協力隊通信  第 13 回  君谷地域  地域おこし協力隊

第４期（君谷）地域おこし協力隊
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ストップ！　　　がん死亡　受けてみようよ！がん検診

健康
まめ知識 No.71

　美郷町では、地区を巡回して行う集団検診のほか、委託医療機関で受ける施設検診を行ってい
ます。便利でお得な施設検診、ぜひご利用ください。

問い合わせ先　役場健康推進課（☎75-1932）

STOPSTOP

P
ペット－シーティ

ET-CT がん検診

【医 療 機 関】浜田医療センター　☎ 0855-28-7700
【自己負担額】70,000 円
　�浜田医療センターに予約後、検診日が決まってから、役場　健康推進課または
　大和事務所において、事前に申請をしていただきます。

　一度にほぼ全身のがんを検査することができます。ただし、検出の難しい部位、がんの大きさがあり、
必ずしも万能とはいえません。

【対　象　年　齢】　30 歳以上の女性
【持っていくもの】　�保険証、乳がん検診無料クーポン券（H23 年度対象者に送っています）

検診費用　1,500 円（75歳以上の方、生活保護受給者の方は無料です）

乳がん施設検診

委託医療機関 受付時間
公立邑智病院（邑南町）
� ☎ 95-2111

毎週　月・火・木・金　　15：30～
１日２名まで、完全予約制

大田市立病院（大田市）
� ☎ 0854-84-7571

毎週　火・木　計２回の来院が必要で、それぞれ予約が必要です。
１回目：マンモグラフィ検査　　２回目：視触診、結果説明

☆検診は美郷町が医療機関に委託して実施しています。検診結果は、医療機関から町に報告されます。

【対　象　年　齢】　20 歳以上の女性
【持っていくもの】　�保険証、子宮頸がん検診無料クーポン券（H23年度対象者に送っています）

検診費用　1,000 円（75歳以上の方、生活保護受給者の方は無料です）

子宮頸がん施設検診

委託医療機関 受付時間

公立邑智病院（邑南町）
� ☎ 95-2111

金曜日　　８：30～ 11：00
※�希望者にはHPV（ヒトパピローマウイルス）検査も実施します。ただし、
別途、自己負担金2,000円が必要です。

大田市立病院（大田市）
� ☎ 0854-84-7571

月～金曜日　　８：30～ 11：00（要予約）
※�希望者にはHPV（ヒトパピローマウイルス）検査も実施します。ただし、
別途、自己負担金2,000円が必要です。

根冝小児科婦人科クリニック（大田市）
� ☎ 0854-82-1027

９：00～ 12：00、14：00～ 17：00（要予約）
※月曜日は18:00 まで受付
※休診日：木曜日、土曜日の午後、日 ･祝日

23年度　時間外の子宮頸がん検診のご案内
11月 ２日（水）、16日（水）、30日(水) 17：00

～
19：0012月 14日(水)

夕方からも検診
やります。利用
してくださいね。
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「広報みさと」は、大豆油インクと再生紙を使っています。
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人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による 10月１日現在）

人 口　5,515 人
　男　　2,586 人	 （－８人）
　女　　2,929 人	 （－ 10人）
世帯数　2,443 世帯	（－４世帯）

慶  弔（９月分届出・敬称略）11 月の行事予定
１日 ㈫ 交通事故巡回相談（大田市役所）

２日 ㈬ 中国補聴器センター相談会
（山村開発センター）

３日 ㈭ 文化の日

４日 ㈮ すくすく相談（美郷町子育て支援センター）

５日 ㈯

６日 ㈰ 中学校文化祭（邑智中、大和中）

７日 ㈪

８日 ㈫ 大和診療所　午後：休診

９日 ㈬

10日 ㈭

11日 ㈮

12日 ㈯ 産業祭前夜祭神楽大会（山村開発センター）

13日 ㈰ 美郷町産業祭（粕渕商店街ほか）

14日 ㈪ 年末調整説明会（川本町悠邑ふるさと会館）

15日 ㈫

16日 ㈬

17日 ㈭
第３回行財政改革審議会（山村開発センター）
消費生活個別相談（山村開発センター）
献血（粕渕地内）

18日 ㈮ 広報みさと 11月号発行日・自治会長配布日

19日 ㈯

20日 ㈰
美郷町駅伝大会
沢谷中央市場フェア（沢谷交流センター）
別府地域産業文化祭（小松地体育館）

21日 ㈪

22日 ㈫ すくすく相談（美郷町子育て支援センター）
大和診療所　午後：休診

23日 ㈬ 勤労感謝の日

24日 ㈭

25日 ㈮

26日 ㈯

27日 ㈰ 小学校学習発表会（邑智小、大和小）
乳がん・子宮がん検診（山村開発センター）

28日 ㈪

29日 ㈫

30日 ㈬ 西日本補聴器相談会
（山村開発センター、まほろば福祉センター）

11月末まで
「三江線フォトコンテスト」

　三江線各駅や車窓から見える四季折々の風景、
次世代に伝えたい風景をお寄せください。応募者
全員に三江線オリジナルグッズ進呈。

▲

問い合わせ先
 　三江線活性化協議会（☎ 72-0015）

愛のともしび（９月受付分）
社会福祉協議会へ次の方々よりご寄付を頂きました。（敬称略）

〆切り迫る！
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